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要　旨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘
　　大学生における食習慣に影響を与える要因を検討する目的で，現在の食生活，食習慣の変化，
　食に関する体験について，フォー一カスグループによる振り返り調査を行った．対象者はユ8歳から
　21歳の文化系または，運動系のサークルに所属している大学生9人（男2人，女7人）であった．
　大学生の食習慣に影響を与える要因として，経済状況，調理器具などの料理をする環境，料理に
　費やす時間や手聞，生活スタイルの変化，嗜好の変化，運動部に入ったことによる影響が抽出さ
　れた．さらに，幼少時からの家庭環境も大学生の食習慣に影響を与える要因の一つであった．ま
　た，家庭や学校の授業での料理経験は，大学生になっても食の体験として記憶に残っていた．
　　大学生の食習慣の形成には，経済状況，生活スタイルの変化，所属サークルなどの現在の生活
　状況からの要因と，これまでの食に関する体験が影響していることが示唆された．
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　　　　　　　　　1．はじめに　　　　　　　　　食習慣に影響を与える要因について検討を行った．
　　近年，生活習慣病が国民全体の健康問題となっ
　ており，厚生労働省の「健康日本21」政策のもと，　　　　　　　　　］1．研究方法
　生活習慣病の予防が進められている．生活習慣病　　　1．対象者の概要（表1）
　の多くは，食生活を中心とする生活習慣が関与し　　　研究対象者はC大学の文化系または，運動系の
　ていることから，食習慣が確立する小児期からの　　　サークルに所属しておtl　，研究参加への同意が得
　取り組みの重要性が指摘されている1）．小児期か　　　られた9人である．文化系サークルと運動系サー
　らより望ましい食習慣を自立して身につけていく　　クルでは食生活や運動などの生活習慣に違いがみ
　ための援助を考えるにあたり，学童期から青年期　　　られると予測されたため，文化系または，運動系
　にかけて食習慣を申心とする生活習慣がどのよう　　　のサークルに所属している大学生を研究対象者と
　にして形成されてきたのかをみていく必要がある．　　して募った．
　しかしながら，生活習慣病と食事や運動などの生　　　　対象者は18歳から21歳の男女9人で，その内訳
‘活習慣との関連性を検討した報告2圃や小児の栄　　　は，文化系サークルに所属している者3人（男2
　養摂取状況などの報告4〕はみられるが，食習慣の　　　人，女1人），運動系サークルに所属している者
　形成に関わる調査はほとんどみられない．　　　　　　6人（女6人）であった．BMI（body　mass　index）
　　そこで本研究では大学生を対象に，現在の食生　　　から評価した対象者の体格は，全員が標準体型で
　活，食習慣の変化，食に関する体験などについて　　　あった、現在の生活状況は，一人暮らしが6人，
　フt一カスグループによる振り返り調査を行い，　　　家族との拘居が3人，文化系サークルに所属して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いる3人には運動習慣がなかった．
　1千葉大学看護学部小児看護学教育研究分野　　　　　　　2．データ収集方法
　コDepartment　of　Child　Nursing，　Scllool。f　Nursing，　　　文化系サークル所属者と運動系サークル所属者
　　Chiba　University　　　　　　　　　　　　　　　　の2グループで，それぞれ別の日に調査を行った．
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表1　対象者の概要
参賭欝性別麟）所属サークル現在の生活状況運鋼慣主に鰍作る入夕L食の利臓
A　　21　女　　2LO　　文科系　　　一人暮らし　　なし　　自分　　　　　ほとんど利用Lない
B　　21　男　　19．1　　文科系　　　　一人暮らし　　　なし　　　ほとんど外食　　　　5回以上／週
C　　21　男　　24．2　　文科系　　　一人暮らし　　なし　　自分　　　　　　　1～2回／週
D18女18．・4体育会系　家族と同居　あり　家族　　ほとんど利用しない
E　　19　　女　　24．4　　体育会系　　　家族と同居　　　あり　　　家族　　　　　　　　工～2回／週
F20女23．6体育会系　一人暮らし　あり　ほとんど外食　5回以上／週
G　　21　女　　20．　0　　体育会系　　　家族と同居　　　あり　　　家族　　　　　　　　1～2回／週
H　　21　女　　21．5　　体育会系　　　一人暮らし　　あり　　自分　　　　　　　3～4回／週
1　　21　　女　　20．8　　体育会系　　　一人暮らし　　　あり　　　自分　　　　　　　　3～4回／週
BMI：body　mass　index，　BMI＝体重（kg）／身長（m）2
　フォーカスグループの進行は次のように行った．　　れるようになり，食べられる食物の幅が広がっ
研究者側から現在の食生活を中心とする生活習慣，　　た」，「大学で入った運動部で，みんながプロテイ
食習慣，成長につれて食習慣で変化のあったこと　　　ンを飲むので飲むようになった」などの意見が出
とそのきっかけ，変化しなかった食習慣，食に関　　　た．さらに，大学生で変化のあった食習慣から，
する教育の思い出，心に残っている食体験などの　　　食習憤に影響を与える要因として，経済状況，調
テーマを順次提示し，それらについてグループ内　　　理器具などの料理をする環境料理に費やす時間
で自由に意見を出し合う形とした．話し合いの時　　　や手間，生活スタイルの変化，嗜好の変化，運動
間は1時…間程度とした．話し合いの内容は対象者　　　部に入ったことによる影響が抽出された．
の許可を得て録音し，後日逐語録をおこし，逐語　　　2）変化していない食習慣
録をデータとした．　　　　　　　　　　　　　　　変化していない食習慣には，「梅干しや漬け物
3・分析方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が嫌い」，「ワカメは成長しても食べられない」，
　2つのグループのデータより，対象者が，成長　　　「ピー一マンが嫌い」，「小さい時から牛乳が好き」，
過程で変化のあった食習慣と変化していない食習　　　「小さい時から野菜を食べなさいと言われてきた
慣，食に関する体験について述べている部分を抜　　　ので，今でもなるべく食べるようにしている」な
き出し，まとめた、　　　　　　　　　　　　　　　どの意見が出た．これから大学生になっても変化
4・倫理的配慮　　　　　　　　　　　　　　　　　　していない食習慣として，食べ物の好み，食事の
　研究協力を依頼する時点およびフォーカスグ　　　スタイルや考え方が抽出された．
ループでの話し合いに先立って，対象者に研究目　　　2．食に関する体験（表3）
的と方法，自由意志による研究参加の保証，プラ　　　1）食に関する教育
イバシーの保護を説明し，その上で研究参加の意　　　　小・中学校の家庭科の授業で料理をした体験や，
志を確認し，同意を得た．　　　　　　　　　　　　親から野菜を食べるように教育を受けたり，学校
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　からの給食便りや家庭科の授業で食事や栄養に関
　　　　　　　皿、結　　　果　　　　　　　　　　する教育を受けたことが記憶に残っていることが
1・大学生で変化のあった食習慣と変化していな　　　示された．
い食習慣俵2）　　　　　　　　2）家庭環境
1）変化のあった食習慣　　　　　　　　　　　　　　家庭環境の面では，「母親が手作りで健康的な
　変化のあった食習慣について，「以前は三食食　　食事を出してくれたので，自分も健康的な食事を
べていたが，大学生になり経済的に余裕がなくな　　　している」，「母親の味付けが自分の食生活に影響
り二食になった⊥「一人暮らしで台所に魚焼き器　　　している⊥「家族が納豆を食べないので，自分も
がないので，魚を食べなくなった」，「一人では作　　　納豆が嫌い」など，家庭環境が食習慣や好みに影
るのが面倒くさいので魚料理を食べなくなった」，　　響を与えている様子が示された．
「大学生になり外食が増え，和食を食べる機会が　　　3）行事や季節にちなんだ食の体験
減った」，「一人暮らしになり，外食の頻度が増え　　　　行事や季節にちなんだ料理に関する体験では，
た」，「家族と一緒に規則的な食事をしなくなっ　　　「七草粥を食べた」，「ヨモギやックシを食べた」，
た」・「大学生になったら嫌いだったものが食べら　　　「秋にはサンマを焼いたり，栗ご飯を炊いた」，
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表2　大学生になって変化のあった食習慣と変化していない食習慣
大学生になって変化のあった食習慣とその影響要因
経済状況
　・小さい時には三食食べていたが，大学生になり，経済的にも余裕がなくなり二食になってしまった．
　・大学生では経済的に余裕がないので，お金がかからない外食のメニューを選んだり，簡単な料理をして
　　いる．
調理器具などの料理をする環境
　・一人暮らしで台所に魚焼き器がないので，魚を食べなくなった．料理のレパートリーも限られてきてし
　　まう．
料理に費やす時間や手間
　・一人暮らしだと作るのが面倒くさいので魚料理を食べなくなった．
　・大学生で一人暮らしなので，調理にしにくいもの，レンコンや里芋など下処理が必要なものを食べなく
　　なった．
　・あまり料理を習わないできたせいか作るのが面倒くさくなってしまい，大学生になり一人暮らしをはじめ
　　て，食事のリズムがどんどん乱れてきてしまった．
生活スタイルの変化
　・大学生で一人暮らしになり，外食が多くなったので和食を食べる機会が減った．
　・大学生で一人暮らしなので，家族と一緒にいた時より外食の頻度が増えた．
　・一人暮らしだと，自分が買わなければ家にお菓子がないので，お菓子を食べる量が減った．
　・大学生になり，夜型の生活をするようになったら朝ごはんを食べなくなった．
　・高校生の時はすごく食欲があって，今よりきちんとご飯を食べていた．昼食も母親がお弁当を作ってくれ
　一たので，栄養のバランスがとれた食事をしていた．大学生になり，家族と一緒に規則的な食事をしなく
　　なった，
　・大学生になり，運動量が減ったので，食べる量も滅った．
嗜好の変化
　・大学生になったら嫌いだったものが食べられるようになり，食べられる食物の幅が広がった．
　・以前は，お肉の入っていないメニューは嫌いだったんだけど，大学生になったら好みが変わり野菜が好き
　　になった．
運動部に入ったことによる影響
　・大学で入った運動部で，みんながプロテインを飲むので飲むようになった．
　・朝ごはんを全然食べなかったんだけど，大学生で入った部活動の朝練習で倒れてから，無理矢理でも何か
　　食べるようになった．
大学生になっても変化していない食習慣とその影響要因
食べ物の好み
　・好きなものや嫌いなものなどの嗜好が変わらない．煮物が好きで梅干しとか漬け物は今でも嫌い．
　・小さい時にワカメを初めて食べてコリコリした食感がイヤでワカメが嫌いになった．それ以来ワカメが
　　食べられない．それは成長しても変わらない．
　・ピーマンが嫌いで，大学生になっても嫌い．大学生になって一人暮らしをするようになってから一回も
　　食べていない．食べ物の1嗜好は変わらない．
　・小さいll；Sから牛乳がすごく好き．中学校の給食では，牛乳嫌いな友達からもらって飲むのが楽しみだった．
　　好きなものはあまり変わらない．
食事のスタイルや考え方
　・食事の基本はご飯，みそ汁，メインのおかずがあるという食事スタイルは家族と一緒に住んでいた時から
　　あまり変わらない，
　・小さい時から親に野菜を食べなさいと言われていた．そのため，今でも野菜をなるべく食べるようにして
　　いる．食事に関する考え方は変わらない．
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表3　食に関する体験
教育に関すること
　・小学校の家庭科の調理実習で料理をしたのが初めて包丁を持った経験．調理実習では野菜妙めを作った
　　ことを覚えている．
　・調理実習ではカレー，ハンバーグ，オムレッを作った覚えがある．料理を作るのは好きだったけど，片づ
　　けをするのが嫌いだった．
　・小学校の家庭科では最初にゆで卵を作ったことを覚えている．
　・小学校の家庭科で塩味の野菜妙めを作ったのがおいしかったので，家でも作って家族に出したら家でも
　　好評だった．
　・小学校の時に学校に宿泊した時，みんなでカレーを作ったことを覚えている．
　・中学校の時にドライカレーを作ったことが忘れられない．
　・小さい時から親に野菜を食べなさいと言われたり，給食便りを読んだり，家庭科の授業などで食事や栄養
　　に関する教育を受けた．
家庭環境に関すること
　・高校生の夏休みは，両親が共働きだったので祖母が昼食を作れない時は，自分で料理をしていた．
　・料理を自分で作るのは嫌だけど手伝いは好きで，お母さんの手伝いをよくしていた．
　・小さい時はきょうだいと一緒に皿洗いをしていた．
　・幼稚園の頃からお弁当を作るお母さんの手伝いをしていた．
　・記憶がない時ぐらい小さい年齢の時から手伝いをしていた．
　・小学校2年生ぐらいの時に，お母さんの手作りケーキの泡立てを手伝って真っ白になった覚えがある．
　・母親が家庭科の先生で手作りが好きだったので，パンや豆腐やおやつは手作りのものが多かった．いつも
　　バランスが良さそうなご飯が出てきていた．だから自分も健康的な食事をするのだと思う．
　・お父さんが偏食だったので，お父さんがいない時の方が食卓に色々な料理が出た．
　・母親の味付けとかは自分の食生活にすごく影響してくる．両親が関西なので，うどんが関西風味だった．
　　醤油色のつゆを見て驚いた．
　・家族が納豆を食べないので，自分も納豆が苦手．今でも嫌いな食べ物．
　・イナゴの佃煮を普通に食べていたけど，友達が家にきた時にイナゴを見てびっくりされたことがあった．
　　その時に，イナゴって人が食べるものじゃないんだとショックを受けた．
行事や季節にちなんだ食の体験に関すること
　・子どもの時は毎年七草粥を食べていた．
　・ヨモギやツクシを摘んで食べた．ツクシを摘んでくるのが小さい時の自分の仕事だった．
　・お正月にいとこの家で餅つきをしていた．その時のためにヨモギを摘んだりあんこを作っておいた．
　・お母さんが，秋になったらサンマを焼いたり栗ご飯を作ってくれていた．お母さんなりに季節感を出して
　　いた．
　・お母さんが，ウドの芽を摘みに行ったりして季節ものを取り入れるのが好きだった．七草粥も必ず作って
　　いた．
　・冬至にはカボチャを食べていた．
　・家族の誕生日とか結婚記念日にはお赤飯を炊いてくれていた．
「記念日にはお赤飯を炊いてくれた」など，家族　　　1．生活の変化と食習慣の変化の関連
での季節や行事にちなんだ食の体験に関する意見　　　　大学生の食習慣に影響を与える要因として，経
も示された．　　　　　　　　　　　　　　　　　　済状況，調理器具などの料理をする環境，料理に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　費やす時間や手聞，生活スタイルの変化，嗜好の
　　　　　　　　W，考　　　察　　　　　　　　　変化，運動部に入ったことによる影響が抽出され
　大学生を対象とし，フt・一一カスグループによる　　　た．これらの要因が抽出された理由として，家族
振り返り調査を行い，大学生で変化があった食習　　　と同居し保護者の管理のもと経済的にも安定し，
慣と家庭や学校での食生活に関する体験から，大　　規則正しく生活していた中学・高校生の時と比較
学生の食習慣に影響を与える要因について考察す　　　し，大学生は，保護者から独立し，経済面や食事
る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や生活スタイルの面でも自己管理の必要性が生じ
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たことが影響していると考えられる．また，部活　　　これは，研究方法で述べたように，テーマについ
動に入ってからプロテインを飲むようになったこ　　　てグループ内で自由に意見を出し合う形とした手
とや朝食を食べるようにしていることは，今まで　　　法の限界であると考えられる．
より激しい運動が必要になったことに対し，身体　　　　　　　　　V．ま　と　め
が運動に耐えられるよう新たに習慣として確立さ　　　本研究により，大学生の食習慣の形成には，経
れたと考えられる．また，大学生になり食べる量　　　済状況，生活スタイルの変化，所属サークルなど
が減ったことは，急激な身体発育に見合ったエネ　　　の現在の生活状況からの要因と，これまでの食に
ルギーを必要とした思春期を過ぎている大学生の　　　関する体験が影響していることが示唆された．今
特徴と考えられる5〕．　　　　　　　　　　　　　　　　後は本研究結果を参考に調査用紙を作成し，小学
2．食習慣に影響を与える食に関する体験　　　　　生から大学生を対象とした食習慣調査を実施し，
　食に関する体験の一つとして，ほとんどの人は　　　食習慣形成に影響を与える要因を検討していきた
小学生の家庭科の授業の前に家庭で調理の体験を　　　い．
していた．学校や家庭で作った料理メニューや，
家庭での七草粥やサンマや栗ご飯など季節感を取　　　　　　　　　　　文　　　献
り入れた食卓の工夫など，これら調理に関連する　　　1）村田光範：小児科医からみたこどもの生活習
体験は大学生になっても食体験として記憶に残っ　　　　慣病．小児科診療，6⑮，815－821，2000．
ていると考えられる．　　　　　　　　　　　　　2）西田美佐，川南勝彦1小児の体格とライフス
　食に関する体験の中で，「小さい時から親に野　　　　タイルに関する追跡的研究．一一都市における
菜を食べなさいと言われたり，給食便りを読んだ　　　　小学1年生児の体格，ライフスタイルの3歳時
り，家庭科の授業などで食事や栄養に関する教育　　　　からの追跡結果一．順天堂医学，45（1），75－92，
を受けた」，「母親が家庭科の先生で手作りが好き　　　　1999．
だったので，パンや豆腐やおやつは手作りのもの　　　3）櫻井しのぶ，西田りつ子，東芳江ほか1芸濃
が多かった．いつもバランスが良さそうなご飯が　　　　町における中学生の生活習慣病とライフスタイ
出てきていた．だから自分も健康的な食事をする　　　ルとの関連性に関する調査研究三重看護学誌，
のだと思う」，「母親の味付けとかは自分の食生活　　　　4（1），47－56，2001．
にすごく影響してくる」，「家族が納豆を食べない　　　4）糸井亜弥，永井由香，山形容子ほか：児童生
ので，自分も納豆が苦手．今でも嫌いな食べ物」　　　徒の活動量と栄養摂取に関する調査．京府医大
など，主に家庭環境についての体験が語られた．　　　　短紀要，ユ0，241－248，2001．
Nguyenら6｝は，母親は子どもの脂質摂取量に影　　　5）丸光恵1思春期・青年期の小児．奈良間美保
響を与え，子どもの肥満促進要因になっているこ　　　ほか（著），系統看護学講座専門22小児看護1．
とを示唆した．Satoら7）は，6，7歳の児童を対　　　　第ユ0版，医学書院136－137，2003・
象に子どもの健康状態に影響する因子についてパ　　　6）Nguyen　VT．，　Larson　DE．，　Johnson　RI〈．　et　al：
ス解析を用いて解析し，家庭での両親の健康習慣　　　　Fat　intake　and　adiposity　in　children　of　lean
への心がけが子どもの食習慣形成に影響を与えて　　　and　obese　parents．　Arn　J　Clin　Nutr，　63，　507－コ3．
いると…報告した．さらに川田ら8）の調査では，家　　　　1996．
族ぐるみで健康な生活を実施していると回答した　　　7）Sato　H，．　Nisida　M，．　Fukuwatari　Y・：　lnvestiga一
保護者の子どもは，実施していないとした保護者　　　　tion　of　the　factors　affecting　the‘‘health
の子どもに比べ，栄養バランスについて考える頻　　　　status”of　children　using　path　analysis．北海
度が有意に高いと報告した．これらの研究は，家　　　道医療大学看護福祉学部紀要，6，49－58，
庭における食に関する体験と子どもの食習慣形成　　　1999．
の間に密接な関係があることを示唆している．本　　　8）川田久美，合田恵子，武田則昭：保護者の保
調査で語られた意見はこれら文献の結果を支持す　　　　健関連行動からみた児童の食・生活習慣．その
るものである．一方，表3において，上記で挙げ　　　　1食習慣を中心として・香川県明善短期大学研
た以外の食に関する体験の項目と食：習慣の形成の　　　　究紀要，33，13－20，2002．
間には明確な関連性を示す意見はみられなかった．
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